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§１．研究開発実施体制  

 

（１）「装置開発」グループ（大阪大学） 

① 研究開発代表者：藤田 克昌 （大阪大学 大学院工学研究科、教授） 

② 研究項目 

・ラマン分光光学系の設計、試作 

・生体試料の計測、分析 

 

（２）「分光分析」グループ（産業技術総合研究所） 

① 主たる共同研究者：藤田 聡史 （産業技術総合研究所 産総研・阪大先端フォトニクス・

バイオセンシングＯＩＬ、副ラボ長） 

② 研究項目 

・生体試料の作製 

・生体試料の計測、分析 

 

§２．研究開発成果の概要  

 

本研究では、細胞および分子の高感度なラマ分光分析を実現する光学システムの原理検証、およ

びその試作機の開発を行う。試作機を用いて、細胞分析における測定速度および測定感度の向

上を定量的に評価する。加えて、実際、細胞やバクテリアの分析および同定に利用し、生細胞を利

用する創薬や再生医療等での細胞評価技術、バクテリア感染の迅速検出技術への応用を目指し

たアプリケーション開発も行う。本年度は、これまでに試作した側方型照明ラマン散乱顕微鏡を用

いたスフェロイド試料の観察と、試作した装置の高感度化、広視野化に向けた改善を行った。さら

に、ラマンスペクトルの機械学習を用いたバクテリア検出のためのスペクトルデータベース構築、判

別ソフトウェアの開発を行い、実際のバクテリア分光データに対する動作検証を実施した。また、単

一バクテリア等の微小検体の高感度検出、またその無標識判別を可能とする測定条件の把握、お

よび、高速測定を実現するための新たな分光光学系の設計と試作を行った。試作した微小検体検

出用ラマン分光装置を用い、実験的に高い信号対雑音比を実現する計測法の原理検証を行い、

その感度向上を定量的に評価した。アプリケーション開発においては、各種細胞スフェロイド内部

の無標識分析に向けたラマン分光法の有用性を、実際に細胞スフェロイドの無標識観察結果をも

とに検討した。生きたままでの蛍光染色が難しいスフェロイド内部においても、ラマン分光法を利用

すれば、細胞種を無標識に判別しながら観察できることが確認された。 
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